
神
祇
式
内
社

　
ほ
の
　
お
　
ほ
の
　
め

火
男
火
責
神
社

－
大
男
大
喪
神
社
の
こ
と
ー

　
別
府
市
鶴
見
区
（
旧
速
見
郡
朝
日
村
大
字
鶴
見
　
現
別
府
市
大

字
鶴
見
）
に
祀
ら
れ
て
い
る
鎮
守
の
神
（
氏
神
）
は
、
か
つ
て
の

式
内
社
・
火
男
大
喪
神
社
で
あ
る
。
別
名
「
鶴
見
権
現
（
社
）
」

と
も
呼
ば
れ
て
鶴
見
地
区
の
住
民
ば
か
り
か
、
北
隣
り
の
鉄
輪
地

区
住
民
に
も
親
し
ま
れ
、
篤
い
崇
敬
を
集
め
て
今
日
に
及
ん
で
い

る
。

　
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
、
鶴
見
地
区
が
森
藩
の
領
地
に
な
る

と
藩
主
久
留
嶋
氏
は
、
荒
廃
し
て
い
た
神
殿
を
ほ
ぼ
現
在
の
形
に

復
興
し
た
。

　
当
神
社
の
参
道
人
目
、
二
の
鳥
居
の
右
傍
に
古
め
か
し
い
板
碑

が
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
延
喜
式
内
社
　
鯖
社
」

と
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
、
も
の
言
わ
ぬ
石
碑
は
、
い
つ
頃

建
て
ら
れ
た
の
か
不
明
（
恐
ら
く
明
治
の
初
期
か
）
で
あ
る
が
由

大
　
野
　
保
　
治

緒
あ
る
高
神
様
と
し
て
参
拝
者
を
朝
な
夕
な
に
迎
え
て
い
る
。
当

神
社
の
御
神
体
は
、
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
鶴
見
山
の
山
霊
、
火

の
神
二
座
（
男
神
と
女
神
）
で
あ
り
、
祭
神
は
伊
邪
那
伎
尊
・
伊

那
那
美
尊
（
夫
婦
神
）
と
そ
の
子
、
大
紘
之
神
こ
と
大
逆
具
士
分

の
三
神
で
あ
る
。

　
現
在
、
当
神
社
を
直
接
支
え
て
い
る
氏
子
集
団
は
大
字
鶴
見
の

全
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、
徳
川
期
に
入
っ
て
か
ら
組
織
さ
れ
た
集

落
の
生
活
協
同
村
（
小
字
村
）
の
、
い
わ
ゆ
る
「
氏
子
組
」
で
あ

る
。
い
ま
、
そ
れ
を
西
方
山
手
方
面
か
ら
順
に
挙
げ
れ
ば
、
次
の

十
組
で
あ
る
。

　
明
岩
組
　
小
倉
組
　
竹
の
内
組
　
大
畑
組
　
原
組
（
鶴
見
）

　
馬
場
組
　
森
山
組
（
新
別
府
）
　
実
相
寺
組
　
中
組
（
大
喪
）

　
北
中
組
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―
鶴
見
山
神
社
由
来
記
－

　
こ
の
火
男
火
資
神
社
の
歴
史
的
な
由
緒
に
つ
い
て
は
、
’
必
ず
し

も
明
ら
か
で
な
い
。

　
そ
の
理
由
－
鎌
倉
幕
府
創
設
後
、
豊
後
国
を
四
百
年
に
わ
た

り
支
配
し
た
の
は
大
友
氏
で
あ
る
。
そ
の
第
二
Ｉ
代
を
継
ぐ
義
鎮

（
の
ち
の
宗
麟
）
と
義
統
父
子
に
よ
る
寺
社
破
却
で
、
当
神
社
も

焼
打
ち
に
遭
い
、
旧
記
（
社
記
）
　
・
社
宝
な
ど
こ
と
ご
と
く
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
焼
失
前
の
旧
記
原
本
の
写
本
と
見
ら
れ
て
い
る
「
鶴
見
出
神
社

由
来
記
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
誌
さ
れ
て
い
る
。

「
・
：
往
古
、
度
々
ノ
災
二
罹
り
今
ハ
神
宮
ハ
山
龍
二
造
レ
リ
。
…

　
サ
ル
ヲ
天
正
ノ
頃
、
大
友
氏
ノ
為
二
焼
カ
レ
テ
旧
記
等
悉
ク
亡

　
ブ
。
其
ノ
時
、
往
古
ヨ
リ
ノ
別
言
モ
退
転
セ
リ
・
：
」

と
、
同
様
の
記
述
は
『
太
宰
管
内
志
』
に
も
見
え
る
。

　
当
社
に
か
か
わ
る
史
料
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
古
く
は

『
銃
口
本
復
紀
』
『
三
代
実
録
』
、
降
っ
て
『
豊
後
国
図
田
帳
』
『
豊

後
国
志
』
、
ま
た
別
言
職
を
兼
ね
て
い
た
と
さ
れ
る
鶴
見
氏
の

〃

「
譜
系
図
」
や
そ
の
後
を
継
ぐ
神
官
家
の
「
賀
（
加
）
家
系
図
」

な
ど
も
現
存
す
る
。
徳
川
期
に
鶴
見
村
を
所
領
と
し
て
い
た
豊
後

森
藩
（
久
留
島
氏
）
の
記
録
文
書
や
鉄
輪
温
泉
開
発
時
の
仏
教
関

係
の
由
来
書
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
当
神
社
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
と
も
い
う
べ
き
「
鶴

見
山
神
社
由
来
紀
を
み
て
み
よ
う
。

一
一
・

其
ノ
山
霊
ノ
神
ト
ハ
如
何
ナ
ル
大
神
二
坐
シ
マ
ス
ヤ
、
御

名
ハ
詳
カ
ニ
知
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
山
霊
ノ
神
ト
ハ
大
ノ
神
、
大
結

御
言
神
ト
知
ラ
レ
タ
リ
。

　
古
来
ノ
伝
二
依
ッ
テ
、
慎
ミ
テ
考
へ
奉
ル
ニ
、
遠
ツ
御
代
、

神
伊
那
郎
伎
神
・
妹
伊
那
郎
美
神
二
柱
嫁
ギ
玉
ヒ
テ
国
ノ
八
十

島
ヲ
生
ミ
玉
ヒ
、
八
百
万
神
ヲ
生
ミ
玉
ヒ
テ
、
麻
郎
弟
子
二
大

結
神
ヲ
生
ミ
玉
フ
。

　
此
ノ
時
、
伊
和
郎
美
神
、
御
蕃
登
（
女
陰
）
ヲ
焼
キ
テ
神
去

り
玉
ヒ
シ
カ
バ
、
伊
邪
那
伎
神
怒
り
、
コ
レ
ヲ
斬
り
玉
フ
。
大

結
神
ノ
御
体
ヨ
リ
成
り
、
天
ノ
香
具
山
ヲ
始
メ
、
磐
群
本
草
海

水
ノ
底
二
至
ル
マ
デ
大
ヲ
含
マ
ヌ
ミ
ノ
ナ
シ
、
ト
。

　
件
ノ
伝
ヲ
以
ッ
テ
山
ノ
霊
ハ
大
結
御
霊
神
卜
知
ラ
レ
タ
リ
。
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こ
れ
を
一
読
し
て
、
戦
前
の
国
史
教
育
を
受
け
た
人
な
ら
、
誰

し
も
詣
一
生
み
の
神
話
〃
を
想
起
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
神
話
は

『
古
事
記
』
（
七
こ
Ｉ
）
や
『
日
本
書
紀
』
（
七
二
〇
）
な
ど
に
記

述
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
両
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
多
少

の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
こ
の
由
来
記
を
つ
づ
け
て
見
よ
う
。

　
・
：
山
頂
ノ
山
勢
、
東
西
ニ
ッ
ナ
レ
バ
、
東
ノ
嶽
ヲ
火
男
神
、
西

ノ
嶽
ヲ
火
責
神
卜
称
（
ス
）
・
：

と
。
現
在
、
山
頂
が
二
つ
に
分
れ
て
い
る
の
は
由
布
嶽
で
あ
り
、

鶴
見
嶽
の
ほ
う
は
、
お
お
む
ね
平
ら
で
あ
る
。
次
項
に
述
べ
る
よ

う
に
、
貞
観
九
年
正
月
二
十
日
の
大
噴
火
で
山
頂
が
変
容
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
夫
婦
二
神
と
そ
の
子
、
火
結
神
こ
と
火
迦
具
土

神
が
当
神
社
の
祭
神
で
あ
る
。

　
先
の
「
国
生
み
神
話
」
を
っ
づ
け
て
見
て
い
こ
う
。

　
夫
婦
神
と
し
て
高
天
原
に
初
め
て
現
わ
れ
た
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ

ナ
ミ
の
二
神
は
、
次
に
石
の
神
・
家
の
神
・
海
の
神
・
風
の
神
・

木
の
神
・
山
の
神
・
野
の
神
な
ど
三
十
五
に
の
ぼ
る
神
々
を
生
む

が
、
イ
ザ
ナ
ミ
神
が
大
の
神
を
生
ん
だ
た
め
に
亡
く
な
る
。
怒
っ

た
イ
ザ
ナ
ギ
神
は
こ
の
火
結
神
を
剣
で
も
っ
て
殺
し
て
し
ま
う
。

　
女
神
を
失
っ
た
イ
ザ
ナ
ギ
の
神
は
、
そ
の
あ
と
を
慕
っ
て
「
黄

泉
の
国
」
（
夜
見
の
国
）
へ
お
も
む
く
。
死
者
の
国
で
悪
霊
の
漂

う
「
け
が
れ
（
猿
）
」
を
身
に
つ
け
て
帰
っ
て
き
た
尊
は
、
筑
紫

国
（
九
州
）
の
日
向
の
橘
の
小
戸
（
狭
い
水
門
）
の
阿
波
岐
原
で

「
み
そ
ぎ
ば
ら
い
（
涙
祓
）
」
を
す
る
。
潔
よ
く
清
く
な
っ
た
尊
は
、

さ
ら
に
十
四
の
神
々
を
生
む
が
、
そ
の
最
後
に
生
ま
れ
た
の
が
輝

く
ば
か
り
の
「
天
照
大
神
」
（
女
神
）
で
あ
っ
た
。
皇
室
の
先
祖

と
な
る
神
で
ま
た
、
高
天
原
を
主
宰
す
る
最
高
神
で
あ
る
。

ｉ
鶴
見
嶽
の
大
噴
火
ｉ

　
鶴
見
嶽
そ
の
も
の
を
御
神
体
と
し
て
祀
り
崇
め
る
山
岳
信
仰
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
遠
く
有
史
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

　
さ
て
、
当
神
社
が
歴
史
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
貞
観
十
一

年
（
八
六
九
）
に
編
ま
れ
た
編
年
体
の
史
書
『
続
日
本
後
紀
』
で
、

そ
の
巻
第
Ｔ
几
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
六
月
一
日
突
未
の
条
で

あ
る
。

　
そ
こ
に
は
「
豊
後
国
宇
那
岐
日
女
並
ビ
ニ
火
男
火
資
二
従
五
位

一
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下
ヲ
奉
ル
」
と
あ
る
。
前
の
神
の
ウ
ナ
キ
ヒ
メ
神
と
は
、
由
布
嶽

の
山
霊
の
神
名
で
あ
り
、
そ
の
神
社
は
宇
那
岐
日
女
神
社
で
、
六

所
権
現
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
後
の
当
神
社
の
二
座
と
と
も
に
朝

廷
（
仁
明
天
皇
）
か
ら
「
従
五
位
下
」
が
授
け
ら
れ
た
。
当
時
は

律
令
国
家
で
あ
り
（
位
階
の
制
度
）
、
同
じ
階
級
に
お
い
て
「
正
」

の
下
に
「
従
」
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
続
い
て
記
述
が
見
ら
れ
る
の
が
、
延
喜
一
年
（
九
〇
一
）

に
編
成
さ
れ
た
『
三
代
実
録
』
で
あ
る
。
そ
の
巻
第
一
四
の
貞
観

九
年
（
八
六
七
）
二
月
二
六
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。・

：
太
宰
府
申
ス
。
従
五
位
上
火
男
神
、
従
五
位
下
火
喪
神
二
座

豊
後
国
速
見
郡
鶴
見
嶽
二
百
リ
。
山
上
二
三
池
在
リ
。
一
八
泥

水
ニ
シ
テ
色
青
ク
、
一
八
黒
ク
、
一
八
赤
シ
。

　
去
ル
正
月
廿
日
、
池
振
動
シ
テ
其
ノ
声
雷
ノ
如
シ
。
俄
ニ
シ

テ
臭
、
硫
黄
ノ
如
キ
モ
ノ
国
内
二
裂
満
シ
、
磐
石
飛
乱
ス
ル
コ

ト
上
下
無
数
ナ
リ
。
石
ノ
太
ナ
ル
ハ
方
丈
、
小
ナ
ル
ハ
敷
ノ
如

シ
。
昼
ハ
黒
ク
シ
テ
雲
蒸
シ
、
夜
ハ
災
火
燃
ェ
、
砂
泥
雪
ノ
如

ク
敷
キ
積
ル
コ
ト
数
里
ナ
リ
。
池
ノ
中
元
ヨ
リ
温
泉
ヲ
出
ヅ
。

泉
水
ノ
湧
騰
リ
テ
自
ラ
河
流
ヲ
成
ス
。
山
脚
ノ
道
路
、
往
還
通

ゼ
ズ
。
温
泉
ノ
水
、
衆
流
二
人
リ
テ
魚
ノ
酔
死
ス
ル
モ
ノ
千
万

ノ
数
ナ
リ
。
其
ノ
振
動
ノ
声
、
三
日
ヲ
経
歴
ス
ト
云
フ
。

以
上
を
判
り
や
す
く
書
け
ば
、
貞
観
九
年
正
月
二
十
日
、
山
頂
に

あ
る
三
池
（
青
地
・
黒
地
・
赤
池
）
が
大
音
響
と
と
も
に
大
小
無

数
の
岩
石
を
噴
き
上
げ
、
降
灰
は
数
里
に
及
ん
だ
。
同
時
に
火
口

（
三
池
）
か
ら
沸
騰
し
た
熱
湯
が
河
流
を
な
し
て
山
を
下
り
、
そ

の
た
め
麓
の
道
路
が
不
通
と
な
っ
た
。

　
熱
湯
が
流
入
し
た
河
川
に
は
、
多
数
の
死
魚
が
出
た
。
山
頂
を

仰
げ
ば
黒
煙
が
も
う
も
う
と
立
ち
昇
り
、
夜
間
は
焔
を
噴
き
上
げ

る
さ
ま
が
望
見
さ
れ
、
鳴
動
は
三
日
間
も
続
い
た
、
と
い
う
の
で

あ
る
。

　
　
こ
の
大
噴
火
が
速
見
郡
散
見
郷
（
朝
見
、
鶴
見
も
含
む
）
に
属

す
る
里
人
に
ど
れ
ほ
ど
恐
怖
心
を
与
え
、
ま
た
里
を
阿
鼻
叫
喚
の

‘
ち
ま
た
に
陥
れ
た
か
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
「
山
は
、
即
ち
神
」

　
と
信
仰
す
る
上
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
の
大
噴
火
は
、
ま
さ
に

　
神
の
怒
り
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
噴
火
は
、
先
の
長
崎
県
雲
仙
、
普
賢
岳
の

一
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大
災
害
を
想
起
さ
せ
る
。
火
山
の
噴
火
で
荒
れ
狂
う
被
災
は
、
今

も
往
古
も
変
わ
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
記
述
は
づ
づ
く
。
前
掲
書
の
同
年
四
月
三
日
の
条
に
は

　
…
豊
後
国
司
ヲ
シ
テ
大
男
火
資
両
神
に
鎖
謝
セ
シ
メ
、
兼
ネ
テ

　
大
般
若
経
ヲ
転
読
（
披
読
）
・
：

さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
嗚
動
か
止
ん
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
読
経
し
た
場
所
こ
そ
当
神
社
の
所
在
地
で
あ
る
、

と
指
摘
す
る
研
究
者
は
少
な
く
な
い
。

　
だ
が
、
こ
の
点
、
鉄
輪
温
泉
開
発
の
仏
典
由
緒
書
「
永
福
寺
本

遊
行
聖
人
縁
起
」
な
ど
に
よ
れ
ば
。

　
当
神
社
の
別
言
職
・
鶴
見
三
郎
之
助
真
澄
が
神
仏
習
合
時
代
の

し
き
た
り
に
則
り
、
九
人
の
山
伏
に
命
じ
こ
の
地
に
お
い
て
「
大

般
若
経
」
を
読
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
犬
伏
の
儀
の
法
力
に
よ
り
二
神

の
怒
り
も
鎮
ま
り
、
さ
し
も
の
大
噴
火
も
納
ま
っ
た
と
詳
し
く
記

述
し
て
い
る
。
こ
の
菩
薩
の
慈
悲
に
よ
り
衆
生
の
苦
悩
が
救
わ
れ

た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
徳
川
期
に
入
っ
て
国
学
が
盛
ん
に
な

る
と
、
物
議
を
か
も
す
こ
と
に
な
る
。

　
人
噴
火
で
鶴
見
嶽
に
地
殻
変
動
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ

の
後
も
再
三
余
震
が
つ
づ
く
。
そ
の
た
め
朝
廷
で
は
、
太
宰
府
に

命
じ
て
噴
火
に
よ
る
山
崩
れ
の
鎮
謝
と
予
防
の
祈
願
を
さ
せ
た
。

ま
た
、
一
方
で
は
、
火
男
火
喪
神
二
座
の
神
階
を
「
正
五
位
下
」

に
昇
格
し
て
い
る
。

　
だ
が
災
禍
は
つ
づ
く
。
今
度
は
水
禍
が
朝
見
郷
を
襲
う
。
前
掲

書
の
巻
第
三
二
、
宝
亀
三
年
（
七
七
三
）
十
月
の
条
に
、

・
：
去
年
の
五
月
二
十
三
日
、
速
見
郡
朝
見
郷
の
山
が
崩
れ
て
、

そ
の
土
砂
が
谷
を
埋
め
た
た
め
、
十
余
日
も
水
が
流
れ
ず
…
百

姓
三
七
人
、
家
三
〇
区
が
漂
没
し
た
・
：
（
要
旨
）

そ
の
た
め
朝
廷
で
は
、
こ
の
地
域
の
人
々
の
調
庸
を
免
除
し
、
米

と
塩
と
を
支
給
し
た
と
も
誌
し
て
い
る
。

　
こ
の
川
は
多
分
、
今
日
の
朝
見
川
の
上
流
と
思
わ
れ
る
。
被
害

の
規
模
か
ら
し
て
、
水
没
し
た
地
域
は
朝
見
郷
全
域
（
旧
別
府
市

街
地
）
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
後
、
朝
見
村
・
別
府
村
で
は
、
梅

雨
期
や
台
風
襲
来
に
よ
る
水
害
、
ま
た
海
岸
部
で
も
高
潮
に
よ
る

浸
水
被
害
に
度
々
苦
し
め
ら
れ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
な
鶴
見
嶽
の
大
噴
火
や
諸
災
害
の
記
録
は
、
時
代

を
は
る
か
に
降
っ
て
、
鶴
見
北
中
村
庄
屋
直
江
雄
八
郎
が
書
い
た

「
鶴
見
七
湯
廼
記
」
（
弘
化
二
年
一
八
四
五
）
に
も
見
え
る
。
　
こ

の
著
作
の
中
で
興
味
を
引
く
点
は
、
大
噴
火
の
と
き
山
頂
の
池
三

ツ
が
無
く
な
っ
た
こ
と
、
鶴
見
嶽
と
内
山
の
嶺
と
が
大
き
く
二
つ

に
割
か
れ
今
日
の
内
山
渓
谷
が
出
現
し
た
こ
と
、
ま
た
大
雨
に
は
、

こ
の
内
山
渓
谷
か
ら
の
出
水
が
お
び
た
だ
し
く
水
禍
で
苦
し
め
ら

れ
た
こ
と
、
だ
が
鶴
見
の
里
は
火
平
山
が
こ
れ
を
防
ぎ
「
鶴
見
の

里
人
の
愁
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
こ
と
、
こ
の
大
平
山
の
呼

称
は
往
古
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　
鶴
見
の
里
人
に
と
っ
て
、
こ
の
大
平
山
（
肩
山
）
の
存
在
は
、

水
禍
を
免
れ
平
穏
を
も
た
ら
す
大
い
な
る
山
と
映
り
、
鶴
見
山
霊

に
畏
敬
と
感
謝
の
念
を
抱
い
て
名
付
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
鶴
見

嶽
は
、
と
き
に
は
怒
り
狂
う
が
、
ま
た
一
面
で
は
加
護
と
慈
愛
に

満
ち
た
山
神
と
し
て
、
ま
さ
し
く
「
神
体
山
」
な
の
で
あ
っ
た
。

－
式
内
社
と
火
男
火
資
神
社
－

　
当
大
男
火
責
神
社
は
「
延
喜
武
内
社
」
で
あ
り
、
社
格
の
高
い

神
社
（
国
幣
小
社
）
で
あ
っ
た
。
式
内
社
と
は
、
延
喜
式
の
神
名

〃

帳
に
登
載
さ
れ
た
官
社
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
「
延
喜
式
」
は
、
醍
醐
天
皇
が
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
、

左
大
臣
藤
原
時
平
ら
に
命
じ
約
二
十
年
か
け
て
編
集
し
た
規
則
集

で
、
平
安
時
代
の
禁
中
の
年
中
行
事
や
制
度
な
ど
が
漢
文
体
で
説

か
れ
て
い
る
。

　
全
五
十
巻
の
内
、
初
め
の
十
巻
が
神
祇
に
関
す
る
む
の
で
、
こ

の
内
第
九
巻
と
第
十
巻
を
特
に
「
神
名
帳
」
と
呼
ん
だ
。
こ
の
二

巻
に
は
、
神
祇
官
も
し
く
は
国
司
に
よ
り
奉
幣
に
あ
ず
か
る
官
社

の
神
名
が
国
郷
別
に
三
、
一
三
二
座
（
二
、
八
六
一
社
）
列
記
さ

れ
て
い
る
。
当
時
、
全
国
の
神
社
数
は
、
約
三
万
社
と
い
わ
れ
た
。

　
こ
の
式
内
社
に
は
、
官
弊
社
と
国
弊
社
と
の
区
別
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
大
社
と
小
社
の
神
階
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
前
者
の
「
官

弊
社
」
は
、
神
祇
官
が
直
接
に
、
後
者
の
「
国
弊
社
」
は
、
朝
廷

か
ら
派
遣
さ
れ
た
地
方
言
の
国
司
が
代
わ
っ
て
奉
幣
す
る
神
社
で
、

そ
の
分
布
は
畿
内
が
断
然
多
く
、
遠
方
に
ゆ
く
に
従
っ
て
少
な
い
。

　
ま
た
、
神
名
帳
記
載
の
神
社
は
、
そ
の
当
時
の
神
社
の
す
べ
て

で
は
な
く
、
国
家
が
公
認
し
、
幣
帛
を
奉
っ
た
神
社
に
限
ら
れ
て

い
た
。
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大男大売神社　弘化二年「鶴見七湯の記」

こ
の
他
に
、
未
公
認
の
神
社
（
武
外
社
）
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し

た
の
で
あ
る
。

　
郷
土
関
係
の
武
内
社
は
、
次
に
掲
げ
る
国
幣
社
（
六
社
）
で
、

こ
の
う
ち
筆
頭
の
宇
佐
神
宮
が
国
幣
大
社
、
他
は
す
べ
て
国
幣
小

社
で
あ
っ
た
。

　
一
　
宇
佐
ハ
極
官
（
三
座
）
　
祭
神
は
応
神
天
皇
・
比
女
神
・

　
　
　
神
功
皇
后
　
全
国
ハ
幡
の
総
本
社
で
、
豊
前
一
の
宮

　
一
　
宇
那
岐
日
女
神
社
（
一
座
）
　
湯
布
院
町
川
上
所
在
　
由

　
　
　
布
院
神
社
で
六
所
権
現
と
も
呼
ば
れ
由
布
嶽
山
霊
を
祀
る

　
一
　
建
男
霜
凝
日
子
神
社
（
一
座
）
　
竹
田
市
神
原
所
在
　
姻

　
　
　
嶽
神
社
（
大
明
神
）

　
一
　
西
寒
多
神
社
（
一
座
）
　
大
分
市
楠
田
所
在
　
宇
佐
ハ
幡

　
　
　
社
の
分
社

　
一
　
早
吸
口
女
神
社
（
一
座
）
南
海
部
郡
佐
賀
関
町
所
在
「
関

　
　
　
の
権
現
さ
ま
」

　
今
一
つ
が
当
社
大
男
大
喪
神
社
（
二
座
）
で
あ
る
。

－
御
嶽
権
現
社
の
こ
と
ー

　
別
府
で
由
緒
あ
る
神
社
に
当
社
と
同
一
の
大
男
大
喪
神
社
を
称
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す
る
社
が
、
今
一
つ
存
在
す
る
。

　
そ
れ
は
当
社
と
御
神
体
を
同
じ
く
す
る
「
御
嶽
権
現
社
」
で
あ

る
。
御
嶽
は
、
オ
タ
ケ
と
も
オ
ン
タ
ケ
と
も
読
む
。

　
こ
の
神
社
の
「
遥
拝
所
」
は
、
鶴
見
嶽
別
峰
の
中
腹
、
鶴
見
登

山
道
沿
い
に
鎮
座
す
る
。
祭
神
は
、
鶴
見
権
現
社
が
イ
ザ
ナ
ギ
尊
・

イ
ザ
ナ
ミ
尊
と
そ
の
子
の
大
神
・
迦
具
上
之
命
の
三
神
で
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
の
か
ぐ
つ
ち
　
　
ほ
の
や
き
は
や
め

に
対
し
て
、
こ
の
神
社
は
火
伽
具
土
命
と
火
焼
速
女
命
の
二
神
で

あ
る
（
「
大
分
県
神
社
庁
」
）
。

　
な
お
、
そ
の
社
地
は
、
旧
立
石
村
と
旧
東
畑
村
の
境
界
地
に
当

た
り
、
し
た
が
っ
て
氏
子
集
団
も
旧
二
村
の
村
人
た
ち
で
、
鎮
守

神
と
し
て
古
来
、
篤
く
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
御
嶽
権
現
社
も
、
鶴
見
権
現
社
と
同
じ
く
大
友
父
子
の
寺

社
破
却
で
社
記
・
社
宝
な
ど
全
て
が
焼
か
れ
た
。
当
社
に
も
、
徳

川
期
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
由
来
記
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
主
要
な
内
容
は
、
二
三
の
点
を
除
い
て
鶴
見
権
現
社
の
そ
れ

と
、
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
。

　
そ
の
「
由
来
記
」
を
み
る
と
、

・
：
往
古
、
天
の
下
統
し
め
す
大
足
彦
御
別
天
皇
（
景
行
天
皇
）

〃

　
が
筑
紫
国
の
荒
振
る
者
ど
も
を
平
ら
げ
ん
と
豊
国
の
速
見
郡
に

　
御
幸
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
天
皇
は
豊
国
の
地
勢
を
見
よ
う
と
鶴

　
見
の
嶺
に
登
ら
れ
た
。
山
頂
に
は
石
二
つ
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
後
世
、
里
人
は
、
こ
の
石
を
立
て
て
神
の
石
と
し
て
祀
っ
た
。

　
山
頂
に
は
、
ま
た
他
（
黒
目
他
）
が
あ
り
、
天
皇
は
こ
の
他
の

　
水
を
飲
ま
れ
た
と
こ
ろ
気
分
た
ち
ま
ち
壮
快
と
な
ら
れ
…

　
・
：
こ
れ
よ
り
降
っ
て
、
光
仁
天
皇
の
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
、

　
石
の
祠
を
立
て
て
御
屋
代
と
し
た
。
世
上
に
、
山
頂
の
宮
と
称

　
す
る
の
は
、
こ
れ
で
あ
る
。

　
・
：
は
る
か
に
降
っ
て
大
正
五
年
（
一
五
七
二
）
、
里
人
が
遥
拝

　
所
を
現
在
地
に
遷
し
、
こ
の
時
に
毎
月
三
月
、
六
月
、
九
月
の

　
各
月
の
九
日
の
日
に
祭
祀
を
執
り
行
う
こ
と
を
決
め
た
。
・
：

こ
の
点
に
関
し
て
「
嶽
の
宮
旧
記
」
（
大
宰
管
内
志
）
に
は
、

・
：
日
向
国
霧
島
山
に
天
尊
・
瓊
々
杵
尊
が
降
臨
さ
れ
た
と
き
、

鶴
見
嶽
に
も
同
尊
が
降
臨
さ
れ
た
。
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
、

豊
後
国
司
の
紀
朝
臣
鯖
麻
呂
が
拝
殿
を
建
て
て
霧
島
大
神
を
祀

っ
た
。
・
：

－31－
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１

１

「

旨
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
時
代
が
降
っ
て
大
正
五
年
に

里
人
が
「
遥
拝
所
（
殿
）
」
を
遷
宮
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
御
嶽
権
現
社
の
山
上
の
社
（
元
宮
）
と
遥
拝
所
と
の
関
係
は
、

前
に
触
れ
た
式
内
社
建
男
霜
凝
日
子
神
社
や
姐
嶽
権
現
社
の
そ
れ
’

と
よ
く
似
て
い
る
。

　
嬬
嶽
権
現
社
に
は
上
官
・
下
官
、
そ
れ
に
遥
拝
所
の
三
ケ
所
が

あ
る
。
「
上
の
宮
」
は
祖
母
山
の
山
頂
に
、
「
下
の
宮
」
は
祖
母
山

の
北
麓
の
里
の
神
原
地
区
に
祀
ら
れ
、
さ
ら
に
「
遥
拝
所
」
は
下

の
宮
の
東
方
約
五
百
メ
ー
ト
ル
の
神
原
川
沿
い
で
、
祖
母
山
を
伏

し
拝
め
る
位
置
に
鎮
座
し
て
い
る
（
こ
の
式
内
社
も
、
わ
が
鶴
見

権
現
社
と
同
年
の
明
治
十
二
年
に
県
社
に
列
せ
ら
れ
た
）
。
な
お
、

こ
の
下
の
宮
は
、
先
の
元
宮
に
対
し
て
「
里
宮
」
と
も
称
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　
遥
拝
所
は
、
あ
る
神
社
を
他
の
適
切
な
場
所
か
ら
伏
し
拝
む
所

で
、
仮
拝
殿
も
し
く
は
鳥
居
な
ど
の
標
識
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
場

合
と
、
神
社
の
境
内
に
設
け
ら
れ
て
、
神
殿
や
拝
殿
を
持
っ
て
い

る
場
合
と
が
あ
る
。
御
嶽
権
現
は
後
者
の
場
合
が
該
当
す
る
で
あ

ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
大
男
火
資
神
社
は
鶴
見
山
頂
の

元
宮
に
対
し
て
、
山
麓
の
鶴
見
の
里
に
建
て
ら
れ
た
「
星
宮
」
と

解
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
御
嶽
権
現
の
方
は
元
宮
に
対
す

る
「
遥
拝
所
」
と
し
て
現
在
地
に
鎮
座
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

同
一
の
御
神
体
で
あ
り
な
が
ら
、
両
権
現
社
が
分
離
独
立
す
る
の

は
、
徳
川
期
に
鶴
見
社
が
森
藩
の
支
配
下
に
、
一
方
、
御
嶽
社
が

天
領
に
所
属
し
て
か
ら
で
あ
る
。

－
神
宮
寺
と
神
領
－

　
古
代
の
神
話
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
よ
う
に
、
山
そ
の
も
の
を
神

格
化
し
て
祀
る
「
山
岳
信
仰
」
は
、
日
本
で
古
く
か
ら
存
在
し
て

い
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
固
有
の
山
霊
信
仰
も
、
仏
教
が
渡
来
す
る
と
、

そ
の
信
仰
の
対
象
な
り
内
容
が
し
だ
い
に
変
わ
っ
て
い
く
。
仏
教

の
伝
来
の
年
は
、
諸
説
が
あ
り
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
百

済
の
聖
明
王
が
仏
像
と
教
典
を
朝
廷
に
献
上
し
た
の
は
、
欽
明
天

皇
の
五
三
八
年
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
が
隆
盛
を
み
る
の
は
、
五
九
二
年
か
ら
六
二
八
年
、
女
帝

の
推
古
天
皇
時
代
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
女
帝
の
摂
政
、
聖
徳
太

子
は
十
七
條
の
憲
法
や
冠
位
十
二
階
の
制
定
な
ど
で
業
績
を
挙
げ
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る
と
と
も
に
、
篤
く
三
宝
（
仏
・
法
・
僧
）
に
帰
依
し
、
仏
教
の

精
神
を
も
っ
て
政
治
の
指
導
理
念
と
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

わ
が
国
固
有
の
神
祇
信
仰
と
印
度
渡
来
の
仏
教
信
仰
と
が
融
合
調

和
し
て
生
ま
れ
た
の
が
「
神
仏
習
合
」
の
思
想
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
思
想
の
論
拠
（
教
義
）
と
し
て
、
神
仏
一
体
説
、
中
で
も

「
本
地
垂
迫
説
」
が
し
だ
い
に
有
力
に
な
る
。
こ
の
教
義
は
、
本

地
で
あ
る
仏
陀
が
人
間
を
利
益
し
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
神
と

な
り
、
種
々
の
形
を
と
っ
て
仮
に
現
わ
れ
る
（
権
現
）
、
と
い
う

の
で
あ
る
。

　
こ
の
思
想
は
、
し
だ
い
に
民
間
に
普
及
し
、
十
二
世
紀
初
頭
に

は
、
宇
佐
神
宮
の
八
幡
神
も
そ
の
本
地
は
阿
弥
陀
如
来
（
八
幡
大

菩
薩
）
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
伊
勢
大
神
宮
の
御
神
霊
も
、

本
地
は
大
日
如
来
（
又
は
救
世
観
音
）
で
あ
る
と
す
る
説
が
現
わ

れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
側
か
ら
の
神
祇
信
仰
抱
き

こ
み
の
教
説
体
系
は
、
明
治
維
新
時
の
「
廃
仏
棄
釈
」
（
「
神
仏
判

然
分
離
令
」
）
ま
で
続
く
。

　
当
神
社
は
徳
川
期
の
宝
暦
年
間
以
降
、
時
宗
の
一
遍
上
人
が
熊

野
権
現
の
霊
夢
に
よ
っ
て
鉄
輪
温
泉
を
開
ら
い
た
と
い
う
云
い
伝

え
か
ら
、
一
時
期
、
薬
師
如
来
を
本
地
仏
と
す
る
熊
野
権
現
社
と

〃

称
さ
れ
て
い
た
。

　
天
保
年
間
、
鶴
見
北
中
村
庄
屋
直
江
雄
八
郎
が
唯
一
神
道
の
立

場
で
こ
れ
を
札
し
、
旧
記
を
幡
い
て
鶴
見
社
が
延
喜
式
内
社
火
男

火
資
神
社
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
、
古
田
神
社
に
訴
え
て
「
大
男

火
責
神
社
」
の
神
号
に
復
帰
し
た
と
い
う
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
「
神
宮
寺
」
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
。

　
こ
れ
は
、
神
仏
習
合
の
現
れ
と
し
て
、
神
社
境
内
に
付
属
し
て

建
て
ら
れ
た
寺
院
の
こ
と
で
あ
る
。
八
幡
信
仰
の
総
本
社
と
さ
れ

る
宇
佐
八
幡
宮
で
も
、
全
国
に
先
駆
け
て
奈
良
時
代
、
そ
の
境
内

に
「
弥
勒
寺
」
が
建
て
ら
れ
い
た
。

　
式
内
社
に
列
せ
ら
れ
た
当
神
社
に
、
神
宮
寺
が
置
か
れ
て
い
た

と
し
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。
大
友
宗
麟
父
子
に
よ
る
寺
社
破

却
で
焼
き
打
ち
に
遇
っ
た
と
き
、
別
当
職
の
鶴
見
氏
が
退
職
し
た

こ
と
も
す
で
に
述
べ
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
明
白
な
ご
と
く
、
こ
の
戦
国
時
代
ま
で
当
社
に

「
神
宮
寺
」
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
疑
い
の
余
地
が
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
明
確
な
資
料
が
見
当
ら
ぬ
こ
と
か
ら
推
測
の
域
を
出

な
い
が
、
そ
の
神
宮
寺
は
、
当
神
社
が
鎮
座
す
る
西
方
隣
に
位
置

す
る
小
倉
組
の
「
薬
師
堂
」
（
薬
師
院
）
で
は
な
か
っ
た
か
、
と

―
　
　
…
…
。
ｊ
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考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
に
薬
師
如
来
を
祀
る
御
堂
が
同
地
に
存
在

し
、
春
秋
に
地
区
民
に
よ
る
祭
行
事
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

い
ち
が
い
に
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
説
に
は
、
当
神
社
の
裏
隣
接
地
に
あ
る
天
然
本
坊
主
地
獄
の
’

敷
地
、
円
内
訪
が
そ
の
名
残
り
で
は
な
い
か
と
い
う
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
「
名
の
示
す
如
く
神
宮
寺
の
訪
中
に
す
ぎ
な
い
」
と
し

て
故
半
田
教
授
は
否
定
的
で
あ
る
（
「
火
男
大
賀
神
社
史
」
）
。

つ
づ
い
て
、
当
神
社
の
「
神
領
」
に
つ
い
て
見
よ
う
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
最
も
古
い
資
料
は
、
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）

の
「
豊
後
国
図
田
帳
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
豊
後
国
の
社

寺
仏
神
領
の
部
に
「
鶴
見
御
神
領
一
五
町
余
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
、
杵
原
神
宮
の
神
領
は
、
当
時
二
四
六
町
の
予
想
外

に
広
い
神
領
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、
中

世
初
期
に
あ
っ
て
鶴
見
社
が
一
五
町
余
の
神
領
を
有
し
て
い
た
こ

と
は
、
式
内
社
と
し
て
充
分
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。

　
一
般
に
、
神
田
で
収
穫
し
た
新
米
は
、
神
米
と
し
て
神
饌
に
供

さ
れ
、
ま
た
祭
祀
の
調
達
や
社
宮
・
社
家
・
社
人
の
諸
経
費
を
賄

う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
神
宮
寺
の
寺
田
で
採
れ
た

新
米
は
御
仏
飯
と
し
て
、
ま
た
仏
事
法
要
な
ど
に
充
て
ら
れ
て
い

た
。
鶴
見
地
方
で
も
古
来
、
古
老
た
ち
が
口
伝
に
よ
る
田
の
呼
び

名
で
伝
え
て
き
た
も
の
を
次
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
神
楽
田
　
御
輿
田
　
鳴
神
田
　
正
月
田
（
以
下
月
毎
に
十
二
月

　
ま
で
）
　
祓
田
　
御
具
田
　
薬
師
田
　
御
杖
田
　
三
福
田

　
鐘
橋
田
　
御
供
田
　
灯
明
田
　
御
太
刀
田

　
ま
た
同
様
に
、
当
神
社
に
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
小
字
名
が

今
日
も
な
お
残
っ
て
お
り
、
日
常
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を

掲
出
し
て
お
こ
う
。

　
大
宮
司
　
宮
ノ
前
　
宮
園
　
円
内
坊
　
山
王
　
宮
添

　
祓
川
　
古
殿
　
年
ノ
神

な
ど
が
あ
る
。

　
明
治
以
後
、
県
社
に
任
じ
ら
れ
た
大
男
火
売
神
社
に
つ
い
て
は

次
巻
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

（
註
）
本
稿
は
、
今
年
千
百
五
十
年
祭
を
迎
え
る
火
男
火
売
神
社

　
　
（
鶴
見
権
現
社
）
の
「
記
念
誌
」
（
来
春
刊
行
）
を
要
約
し

　
　
　
た
も
の
で
あ
る
。
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